
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R4 年度用）          令和 5 年 1 月 18 日 

地区名 新関地区 

今

年

度

の

取

組

み 

・新関安心安全見守り隊と児童の対面式及び集団下校（5/13） 

・三者合同避難訓練（6/15） 

・新関防災の日、新関地区一斉防災訓練（6/26） 

・小口まちづくり委員会会議(9/4、10/30) 

・地域福祉懇談会（9/15・1/18） 

・ゴミ出し支援事業の情報交換（6/6 小口、9/16 新津清掃社） 

・新関ふれあい祭り・作品展（10/15-16） 

・来年度の取り組みについて打ち合わせ（12/1）会長・副会長 

課 

 

  

 

 

題 

・自治会とコミ協の伝達連携の取り方について検討が必要。 

・地区に住む人で行事に参加したい意思があるが交通の便が悪く参加できないという声がある。 

・後継者がいない。家庭の事情で役員をすることが困難、変わりの人がいない。 

・自治会は自治会で仕事があり中々一緒に立ち上げ参加となると難しい。互い負担のないよう役割を分担

し共に楽しめる行事を話し合って共通認識を持てるようにしたい。 

・立地の問題があり、交通機関の運行なく行事の会場まで行くにも距離があり困難。 

評 

 

 

価 

・児童クラブは年々人数も増えている。子どもたちも参画しながら活動を進めることができた。 

・ふれあい祭り・作品展、防災関係などコミ協と自治会・町内会で役割が明確になっている。 

・コミ協発の行事(つるし雛)を通じてサロン参加者が増えた。 

・小学校と連携がとれている。 

 

 

活

動

の

様

子 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・防災事業は自治会・町内会が活動しやすいように、コミ協が主導となり新しい取り組み等検討しながら

実施する。 

・利用児童が年々増加していることから児童クラブの運営を強化する。また日々の運営を大切にしながら

どの世代でも参加しやすい事業を企画し、子ども達を巻き込むことで多世代交流に繋がるよう検討す

る。 

・事業目的・開催について共通認識を持つことができるようコミ協と自治会・町内会の話し合いの機会を

設ける。 

・移動支援について検討する。 

［参加者］新関コミ協：渡辺会長、長谷川副会長、福祉健康部松屋会長、福祉健康部繁野副会長、防災部間会長、 

     山崎会計、松田児童クラブ運営部長、吉田事務局、安心安全部土田会長 

     秋葉区社協：坂井事務局長、佐藤地区担当、吉岡 SC 

地域福祉懇談会 

新関ふれあい祭り 

新関安心安全見守り隊 

三者合同避難訓練 


